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　予想される東海地震に対応するために，安政東海地震 1 ）にひきつづいて，東南海地震（ M ＝

7.9，1944 ）の前兆現象を調べた。本調査は，

　⑴　予備的調査による前兆事例

　⑵　気象庁地震データによる前震の調査

　⑶　文献調査による前兆事例

　⑷　往復葉書通信調査による前兆事例

　⑸　静岡県アンケート調査による前兆事例

よりなる。

1．予備的調査による前兆事例

　これは安政東海地震の調査に関連して得られたもので，第 1 表のような事例が得られている。

2．気象庁地震データによる前震の調査

　気象庁観測部地震課による全国有感・無感地震回数表によれば，御前崎，三島，石廊崎，網

代，岐阜，浜松，潮岬，名古屋，尾鷲，津及び静岡の各気象官署では尾鷲を除いて前震らしい

地震活動はない。尾鷲では 1944 年 8 月に S － P 時間が 2 ～ 3 秒の無感地震活動が発生している。第

1，2 及び 3 図には潮岬，尾鷲及び津における月別地震回数を示すが，潮岬及び津にはこれに

対応する地震活動は存在しない。第 2 表は気象庁データによる前兆事例である。

3．文献調査による前兆事例

　約 80 編の文献より前兆事例を抽出した。その事例を地殻変動，鳴動（ 音 ），地震，動物異常

行動，発光現象及び地下水・温泉の各区分について第 3，4，5，6，7 及び 8 表に示す。異常気

象の報告は省略する。なお文献調査（ 予備調査を含む ）による前兆事例の一覧を第 9 表に示す。

第 4 図はこれらの前兆の出現地点を示した図で，図中の数字 1，2，3，4，5，6 及び 8 はそれぞ
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れ地震，地殻変動，鳴動（ 音 ），動物異常行動，地下水，温泉，異常気象及び発光現象を示し

ている。

4．往復葉書通信調査による前兆事例

　第 5 及び 6 図に示すような往復葉書を用いて，静岡・愛知・三重 3 県下の中等学校などの同

窓会名簿から，地震当時 3，4 年に在学していた人を中心に通信調査を実施した。

　アンケート葉書は 2,000 枚発送したが，住所不明などで戻ってきたものが約 130 枚あった。

有効配布数 1,870 枚中，約 610 人（ ほぼ 30％）から回答があったが，知人・親戚などにも尋ね

て回答している人がかなりあるので，実際に調査対象となった人はもっと多い。

　この調査によって求められた前兆事例を，前節の区分によって第 10，11，12，13，14 及び 15

表に示す。第 16 表は異常海象事例である。異常気象の報告数は多いが，前節と同様に省略した。

第 7 図はこれらの前兆の出現地点を示した図で，図中の数字は前節と同じであるが，7 及び 9

はそれぞれ超能力（ 事例省略 ）及び異常海象である。なお往復葉書通信調査による前兆事例の

一覧を第 17 表に示す。

5．静岡県アンケート調査による前兆事例

　1976 年頃より，東海地震襲来の不安が高まった機会に，静岡県では東南海地震に関するア

ンケート調査が行なわれた。調査の中心母体は，第 18 表に示すように，静岡県中遠振興センタ

ー，磐田南・北高校……etc．であった。このアンケート調査は前兆現象よりも，むしろ被害

に重点が置かれていたので，本報告の目的には必ずしも合致しない面がある。したがって，前

兆に関する記述にはややあいまいなものがかなりあり，前兆現象の数理的解析に用いられない

ものが多かったことは残念であった。第 19 表に示すように，データ数は 262 に達するが，先行

時間がかなりのたしかさを以て同定された事例は，わずか 14 例に過ぎない。個々の事例は簡単

な記述が多く，ここでは省略する。

6．東南海地震の前兆現象のとりまとめ

　上記各節の前兆事例を各項目ごとにとりまとめると，第 20 表のようになる。データ総数は 452

であるが，地震に直接関係するとは考えにくい異常気象と超能力を除くと，データ数は 346 とな

る。そのうち何とか先行時間の推定できたものは 66 個に過ぎない。鳴動（ 音 ），地震および発

光現象などの項目では，地震発生と同時または直前（ 数秒以内 ）と判断される事例が多く，こ

のようなデータは先行時間が同定できた事例からはずしてある。

　予備調査 1 ）及び今回の調査によって収集したデータを通覧した結果，前兆事例について下記

―288―



のような特徴をあげることができよう。

　⑴　東南海地震前徐々に沈降していた御前崎付近の土地は，10 年前からその傾向が鈍り，数

年前から隆起に転じ，その傾向は数日前に加速され，数時間前には一段と加速された。

　⑵　三重県尾鷲付近で 100 日くらい前に群発地震活動があった。

　⑶　鳴動（ 音 ）は地震発生と同時または直前（ 数秒以内 ）のものが多く，先行時間のデータ

とすることは困難である。しかし，先行時間数日のものには，記述がきわめて明瞭なものもあ

る。安政東海地震 1 ）の場合のように数か月も前から鳴動があったというデータはない。

　⑷　数分前に地面が不安定になったと想像される明瞭な報告が下記のように数例ある。

　　⒜　静岡県掛川付近。水準測量中，レベルの気泡がゆれて測定不能。

　　⒝　静岡県登呂。工作機械の台上の中心を出すスタンドの安定が悪くなった。

　　⒞　静岡県浜名。電気炉のトビラのわきに吊してあった鎖が炉にふれカチャカチャと音を

　　　立て始めた。

　　⒟　三重県松阪。翼車を旋盤にとりつけ操業中，機械の操作ミスでセンターが合致しない

　　　のかと考えた。

　　⒠　愛知県名古屋。ジュラルミンを切断するためえがかれた線にそってハサミを入れよう

　　　としたが，ハサミが線に沿っていかない。

　　⒡　愛知県名古屋。防空壕でねそべっていて，壕の上で人が足踏みをしているかのような

　　　かすかなユレを感じた。

　　⒢　静岡県浜松。工場内で目まいがする。ふらふらする（ 友達と変だなあと話をするくら

　　　いの時間があった ）。

　上記の報告の多くは，ほとんど精密作業に従事していた人びとのデータであり，その記述の

具体性から判断して数分前に土地が数秒の周期でゆれ出したことはほぼ確かのようである。

　⑸　動物異常行動としては，先行時間が同定できた事例数は 20 に達している。動物の種類と

しては，蚊，ネズミ，カマキリ，バッタ，ヒル，ナマズ，キス，犬，カラス，鶏，キジ，馬…

etc. で，動物先行現象として典型的なものが多い。

　⑹　発光現象のうち同一事象と考えられる火球出現について，独立な 2 つの報告がある。

　⑺　東南海地震の震央域の周辺の地震活動は 20 年くらい前から高まり，いわゆるドーナツ・

パターンを発生。震央域は空白域になっていた。地震に先行する約 20 年の期間，中部・近畿地

区の深発地震活動が高かった。

　先行時間 T を日数ではかり，log10T が 0.5 きざみの各範囲に入る数を求める。その結果を

全データ，動物データ，発光現象データおよび地学データ（ 地殻変動，鳴動，地震，地下水，

温泉，海象 ）のそれぞれについて示すと，表 21 のようになる。しばしば述べられているように，
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異常気象および超能力に属す事例は，前兆現象と考えない立場をとっているので統計処理から

は当然はぶくことになる。

　全データについて，log10T の 0.5 きざみの頻度分布をつくると第 8 図のようになり，log10T

＝－ 1 及び 0 付近のピ一クが目立つ。図をみやすくするために，区間を 1.0 きざみにとって頻度

分布をつくると，全データおよび動物，発光，地学の各データについて，それぞれ第 9，10，11，

及び 12 図を得る。これらの図でみるならば，先行時間のピークは log10T ＝ 0 ～ 1 の区間，つ

いで log10T ＝－ 1 ～ 0 の区間に出現することになる。したがって，この場合には動物，発光

および地学各前兆の先行時間がほぼ同じ時間帯をしめることになる。つまり，前兆は第一に 1

～ 10 日前に出現しやすく，ついで 0.1 ～ 1 日前に出現しやすいということになる。

　しかし，第 9 図にみられるように log10T ＝－ 3 ～ 4 の各時間帯にわたってほぼ同レベルの

前兆の例があることも事実である。log10T ＝－ 3 ～－ 2 にはピークがみられるが，このピー

クが非常に有意義か否かはわからない。

　ここで得られた log10T のデータについて Weibull 分布解析を適用して，平均先行時間 E〔 S 〕

及びその標準偏差を求めるならば，全データ，動物データ及び地学データについてそれぞれ第

22 表のような結果が得られた。この結果を従来知られているいくつかの地震に関する前兆の平

均先行時間と比較すると，地学的及び動物異常行動前兆について第 23 及び 24 表のようになる。

第 23 表の第 2 種及び第 3 種前兆の先行時間帯はそれぞれ数時間及び数日～数十日である。東南

海地震の前兆の平均先行時間は汎世界的なデータとほぼ一致すると考えてよいようである。

　第 13 図には，異常気象と超能力を除く全データについて，観測地点の震央からの距離別にデ

ータ出現の頻度を示す。また，第 14 図においては，先行時間の判明した同種データだけについ

て，同じような頻度分布を示す。これらの図において，震央距離 160 ～ 170km あたりの頻度

が特に大きくなっているが，これは静岡県掛川，袋井，御前崎などの地点のデータ数がきわめ

て多いことによる。

　観測点の分布が上記のようにかたよっているので，前兆出現と震央距離との関係を第 13 及び

14 図に基づいて議論することは適当でない。そこで，先行時間の判明したデータ数と全データ

数との比をとることによって，観測点数のかたよりを補正することを試みた。このような比を

用いることによって，前兆出現数と震央距離との関係を近似的に調べることができるものと思

われる。第 15 図はこの比と震央距離との関係を示した図で，震央に近いほど前兆現象の観測回

数が多いことを示している。

7．結論および来たるべき東海地震の前兆出現予想

　東南海地震の前兆を調べて，来たるべき東海地震の対策に資することを目的として，文献に
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よる調査（ 予備調査および気象官署における地震データ調査を含む ），往復葉書による通信調

査および静岡県における各種アンケート調査の結果を本報告においてとりまとめた。

　調査結果の要点は，すでに各章において述べてあるが，その概要を下記に述べる。

1 ）前兆現象の項目としては，地殻変動，鳴動（ 音 ），地震（ 広義の前震を含む ），動物異常

行動，異常気象，発光現象，地下水・温泉，異常海象および超能力などがあげられるが，異常

気象と超能力は本報告における前兆現象の解析から除いてある。総事例数は 452 であるが，先

行時間の同定可能なものは 66 個であった。地震発生と同時または直前（ 数秒 ）以内と判断され

るデータは先行時間が同定できた事例からはずしてある。

2 ）地学的前兆データの先行時間平均値は 1.0 日となるが，これは数日および数時間にピークを

もつ 2 つの先行時間帯があるにもかかわらず，分離が困難なために得られた値であると思われ

る。

3 ）動物異常行動前兆については平均先行時間は 0.5 日となる。

4 ）全データ・セットについての平均先行時間は 0.73 日となるが，0.1 ～ 10 日のバンドの先行

時間をもつ事例が，ほぼ 60％を占める。

5 ）安政東海地震の前兆ときわだって異なる点は，数か月も前から鳴動があったことが全くデ

ータにあらわれていない点である。

6 ）御前崎付近の沈下傾向が 10 年くらい前鈍化し，数年前には隆起に転じ，数日前からその隆

起が加速，数時間前にはより加速されたことは，安政東海地震の前兆によく似ている。

7 ）約 100 日前に尾鷲付近（ 震央距離約 50km ）に群発微小地震活動が発生した。

8 ）数分前には大地が不安定になってゆっくりゆれた。

　上記のような前兆現象出現をふまえて，安政東海地震および東南海地震の前兆パターンが理

想的に再現するとし，来たるべき東海地震の前兆出現のパターンをドキュメンタリー風に予想

するとつぎのようになる。

　1 ）20 年くらい前から，近畿，中部，関東の一部などの周辺地区の地震活動が高まり，中規

模地震（ M ＝ 6 ～ 7 を含む ）が発生するようになる。

　2 ）10 年くらい前から御前崎付近の沈下傾向がにぶり，数年前には反転する。

　3 ）数か月前から三重，愛知，静岡の諸県で鳴動が観測される。

　4 ）100 日くらい前に，ところにより群発地震活動が起こる。

　5 ）10 日くらい前から，動物異常行動を含む前兆現象の出現頻度が著しく増加する。御前崎

付近の隆起は加速される。いわゆる火球出現も期待される。前兆は伊豆半島から紀伊半島にい

たる広い範囲で観測されるであろう。

　6 ）数時間前には御前崎付近の異常隆起はより一層加速され，いったん減少した各種前兆頻
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度は再び増加する。

　7 ）数分前には，大地の不安定化が起こり，数秒の周期でゆれ出す。

　8 ）数秒前または地震発生と同時にすさまじい鳴動が起こる。

　上記の記述は，安政東海および東南海の 2 つの地震に全く共通な事例ばかりではないデータ

に基づく推測であるので，項目のいずれかが観測されないという可能性は少なくはないであろ

う。いずれにしても，かなりの前兆を期待できるようであるから，さらに観測を強化すること

によって，来たるべき東海地震の予知に努めるべきである。

8．安政東海地震前兆事例の追補

　今回の調査に関連して，安政東海地震に関する前兆事例のデータが得られたので，第 25 表に

追加データを示す。この追補により安政東海地震の先行時間ヒストグラム及び前兆観測地点を

改訂すると，それぞれ第 16 及び 17 図のようになる。

（ 力武常次，山崎良雄，茅野一郎，井野盛夫 ）

参　　考　　文　　献

1 ） 日本大学文理学部・静岡県地震対策課：安政東海地震の前兆現象，連絡会報，29（ 1983 ），

　　277 － 291.
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Table 1　Precursors to the Tonankai earthquake obtained by the preliminary investigation.

第 1 表　予備的調査による東南海地震の前兆事例

第 2 表　気象庁データによる東南海地震の前兆事例
Table 2　Foreshocks observed at Owase as reported by the Japan Meteorological Agency.

第 3 表　地 殻 変 動
Table 3　Crustal movement precursors.
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第 3 表　（ つづき ）

第 4 表　鳴　動（ 音 ）
Table 4　Rumbling （sound） precursors.

―294―



第 4 表　（ つづき ）

第 5 表　地　　震
Table 5　Earthquake precursors.

第 6 表　動物異常行動
Table 6　Anomalous animal precursors.
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第 7 表　発 光 現 象
Table 7　Earthquake light precursors.

第 8 表　地下水・温泉
Table 8　Underground water & hot spring precursors.

第 9 表　文献調査（ 予備調査を含む ）による前兆事例
Table 9　Summary of precursors to the Tonankai earthquake obtained by the literature examination including 

the preliminary examination.
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第 10 表　地 殻 変 動
Table 10　Crustal movement precursors.

第 11 表　鳴　動（ 音 ）
Table 11　Rumbling （sound） precursors.
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第 11 表　（ つづき ）
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第 12 表　地　　震
Table 12　Earthquake precursors.

第 13 表　動物異常行動
Table 13　Anomalous animal precursors.
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第 13 表　（ つづき ）

第 14 表　発 光 現 象
Table 14　Earthquake light precursors.
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第 14 表　（ つづき ）

第 15 表　地下水・温泉
Table 15　Underground water & hot spring precursors.
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第 16 表　異 常 海 象
Table 16　Anomalous sea phenomenon precursors

第 17 表　往復葉書通信調査による前兆事例
Table 17　Summary of precursors obtained by the post card enquiry.

第 18 表　静岡県で実施されたアンケート調査一覧
Table 18　The summary of enquiry survey related to the Tonankai earthquake carried out in Shizuoka 

Prefecture.
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第 18 表　（ つづき ）

第 19 表　静岡県におけるアンケート調査による前兆事例
Table 19　Summary of precursors obtained by the enquiry survey in Shizuoka Prefecture.
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Table 20　Summary of precursors for all the data taken 
by the present investigation.

第 21 表　log10T の頻度分布
Table 21　Frequency distribution of log10T.

Table 22　Mean precursor time E [s] and its standard 
deviation.

第 23 表　地学的前兆の平均先行時間
Table 23　Mean precursor times of geophysical precursor 

for a number of earthquakes.

第 24 表　動物異常行動前兆の平均先行時間
Table 24　Mean precursor times of anomalous animal behaviour 

for a number of earthquakes.

第 22 表　東南海地震の前兆の平均先行時間
　　　　E〔 s〕とその標準偏差σ

第 20 表　全データによる前兆事例
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第 25 表　安政東海地震の前兆事例追補
Table 25　Supplementary data of the precursors to the Ansei Tokai earthquake.

第 1 図　潮岬における月別無感地震回数（ 気象庁による ）
Fig. 1　Monthly number of unfelt earthquakes at Shionomisaki.
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第 2 図　尾鷲における月別無感地震回数（ 気象庁による ）
Fig. 2　Monthly number of unfelt earthquakes at Owase.

第 3 図　津における月別無感地震回数（ 気象庁による ）
Fig. 3　Monthly number of unfelt earthquakes at Tsu.
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Fig. 4　Places where a precursor is observed as revealed by the literature examination. Numerals indicate 
the disciplines of precursor:1, earthquake;2, crustal movement;3, rumbling （sound）;4, anomalous 
animal behaviour;5, underground water & hot spring;6, anomalous weather;8, earthquake light.

第 5 図　通信調査用往復葉書
Fig. 5　Return post card for the enquiry.

第 4 図　全事例出現地点（ 文献調査 ）
　　　　数字は各項目を示す（ 本文参照 ）
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第 6 図　通信調査用往復葉書
Fig. 6　Reverse side of the post card shown in Fig. 5.

第 7 図　全事例出現地点（ 通信調査 ）
　　　　数字は各項目を示す（ 本文参照 ）

Fig. 7　Places where a precursor is observed as revealed by the post card enquiry. The numerals indicate the 
discipline of precursor the same as the caption of Fig. 4.  Numbers 7 and 9 indicate supernatural power 
and anomalous sea phenomenon, respectively.
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第 8 図　全データによる log10T のヒストグラム
Fig. 8　Histogram of logl0T with the 0.5 interval for all the precursor data.

第 9 図　全データによる log10T の区間 1.0 きざみのヒストグラム
Fig. 9　Histogram of log10T with the 1.0 interval for all the data.
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第 10 図　動物データによる log10T の区間 1.0 きざみのヒストグラム
Fig. 10　Histogram for the animal data.

第 11 図　発光現象データによる log10T の区
　　　　間 1.0 きざみのヒストグラム

Fig. 11　Histogram for the earthquake light data.
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Fig. 12　Histogram for the geophysical data. The shaded columns indicate the data for rumbling （sound）.

第 13 図　全データ（ 先行時間不明のものも含む ）のうち異常気象と
超能力データを除くデータの震央距離別ヒストグラム

Fig. 13　Histogram of epicentral distance for all the data which include the ones for which the precursor time 
cannot be identified. The data for anomalous weather and supernatural power are excluded.

第 12 図　地学データによる log10T の区間 1.0
きざみのヒストグラム
影をつけたコラムは鳴動（ 音 ）データ
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第 14 図　データのうち先行時間のわかっている
データの距離別ヒストグラム

Fig. 14　Histogram of epicentral distance for the data for which the precursor time is identified,

第 15 図　先行時間のわかったデータ数を全デー
タ数で割った比の距離別ヒストグラム

Fig. 15　The ratio of the data for which the precursor time is identified to those for which the precursor time 
cannot be identified as given in a form of histogram of epicentral distance.
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第 16 図　安政東海地震に先行する前兆の先行時間 T（ 単位：日数 ）の常用対数の頻度分布
影をつけたデータは鳴動および地震による

Fig. 16　Histogram of log10T for the Ansei Tokai earthquake. Shaded columns indicate the data for rumbling and 
earthquake.

第 17 図　安政東海地震の前兆観測地点
Fig. 17　Places where a precursor to the Ansei Tokai earthquake is observed.
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